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2005 年度 フローインジェクション分析研究懇談会 
 

各 賞 受 賞 者 
 
 2005 年度 JAFIA の各賞受賞者が下記の通り決定し，2005 年 10 月 7 日（金）

に高知開館にて開催の第 46 回フローインジェクション分析講演会において表

彰されました。 
 受賞者の方々の栄誉を称え，ますますのご健勝とご研究のご発展をお祈り

致します。 
 

 
(1) FIA 学術賞 

木 羽 信 敏 氏（山梨大学大学院医学工学総合研究部） 
業績 「固定化酵素を用いる化学発光検出フローインジェクション分析法

の高感度化，高機能化に関する研究」 
 

本 水 昌 二 氏（岡山大学大学院自然科学研究科理学系） 
業績 「フローインジェクション法を用いる微量化学分析」 

 
(2) FIA 技術開発賞 

 
島 川 勝 之 氏（株式会社ダイアインスツルメンツ） 
服 部 一 彌 氏（株式会社 HME） 
業績 「フローインジェクション分析法を採用した自動分析装置の開発」

 
 

（フローインジェクション分析褒賞委員会）
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２００５年度 日本分析化学会フローインジェクション分析研究懇談会 

フローインジェクション分析技術開発賞 
 島 川 勝 之 服 部 一 彌 
 K atsuyuki SHIMAKAWA Kazuya HATTORI 
 （株）ダイアインスツルメンツ （株）HME 

 
島川勝之君： 

１９６６年 一橋大学卒業， 同年三菱化成工業㈱

（現三菱化学）入社。三菱モンサント化成 石油添加

剤，海外部，III-V 族化合物半導体，など担当のの

ち，１９９９年㈱ダイアインスツルメンツに転任現在に

至る。 

服部一彌君： 

１９７７年 武蔵工業大学中退。同年服部鍍金工業所 

入社。１９９１年 ㈱HME 設立 代表取締役就任。 

２００２年 FIA 事業参入，ダイアインスツルメンツ向け 

OEM 供給開始 

 

【業 績】 

フローインジェクション分析法を採用した自

動分析装置の開発 

 

１．水質汚濁防止法に関わる分析装置の開発上市 

 水質汚濁防止法に関わる分析装置として全りん

分析装置，全窒素分析装置，硝酸・亜硝酸分析

装置，アンモニア性窒素分析装置を開発上市し

ている。これらの装置は下記に示す定量下限を保

証すると共に企業などでの実用分析を考慮し，フ

ロー内での分解・測定結果の自動処理を可能に

したシステムも併せて開発した。 

 

分析項目  定量下限 

全りん          １０ ｐｐｂ 

全窒素   １０ ｐｐｂ 

硝酸・亜硝酸性窒素 ５ ｐｐｂ 

ｱﾝﾓﾆｱ性窒素  １０ ｐｐｂ 

 

その他，水質分析用の専用装置としてシリカ，ヒド

ラジン，鉄分析用のフローインジェクション分析装

置を開発した。これらの装置も今後市販化が予定

されており，有用性が期待される。 

 

２．土壌汚染対策，ＲｏＨＳ指令に関わる分析装置 

土壌汚染対策に関わる分析装置として六価ク

ロム分析装置を開発上市している。この六価ク 

ロム分析装置は，土壌溶出液中の六価クロムを 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ジフェニルカルバジド吸光光度法で選択的に 
測定する装置である。定量下限：５ｐｐｂ，測

定時間：５０検体／時間の性能を有し，溶出液

をセットすれば試料の注入からデータ処理ま

での一連操作を自動的に行うシステムも開発

されている。又，本システムは２００６年７月

より施行される欧州のＲｏＨＳ指令の六価ク

ロム測定にも応用されている。 
 

３．オンライン分析装置 

 フローインジェクション分析装置としてオンライン測

定システムへの開発上市も行なっている。一例とし

ては化学工場の生産プロセス管理の為にサンプリン

グ・希釈・分解・吸光光度検出・データ処理・上位プ

ロコンへのデータ送信を完全自動化したフローイン

ジェクション法による全自動分析装置を開発した。

本システムは２４時間オンラインで工場の安定操業

の為に実動している。 

 

以上，島川君，服部君により共同開発されたフロー

インジェクション法を導入した自動分析装置は水質

汚濁防止，土壌汚染用分析装置として市販され，多

くの企業の環境管理，プロセス管理に導入・利用さ

れている。また，さらに迅速・簡単な自動分析装置の

技術開発を行っている。同分析法及び実用分析化

学の発展に貢献するところ顕著なものがある。 

（フローインジェクション分析褒賞委員会） 


